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１．第２次糸島市男女共同参画社会基本計画の概要 

  第２次糸島市男女共同参画社会基本計画（以下「計画」という。）」は、男女が互い

にその人権を尊重し、共に責任を担い、性別にかかわりなく、あらゆる分野において

対等に参画できる男女共同参画社会の実現を目的とし、「糸島市男女共同参画推進条

例（以下「条例」という。）」に掲げる８つの基本理念に則り、男女共同参画に関する

施策を総合的かつ計画的に実施するために策定したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  なお、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（以下「DV防止法」

という。）に基づく「市町村基本計画」及び女性の職業生活における活躍の推進に関

する法律に基づく「市町村推進計画」は、この計画の中に包含し、策定しています。 

 

 

２．計画の位置付け 

  計画は、条例第９条に規定する 「推進計画」として位置づけられており、「行動計

画」及び「実施計画」を、毎年度「アクションプラン（以下「プラン」という。）」と

して個別に策定し、一体的な基本計画として管理しています。 

  また、プランについては、事業実績を取りまとめて報告することとし、計画に掲げ

る成果指標の進捗状況を確認していくこととします。 

 

 

３．計画の期間 

  計画の期間は、平成 28年度から令和２年度までの５年間ですが、具体的な施策や

取組については、社会情勢や時代の変化に合わせ、必要度が高い事業から優先し、計

画の期間内に毎年度プランを策定していくこととします。 

 

基本理念（条例第３条） 

１．性別による差別を禁じて個人の尊厳を重視 

２．個性の尊重と能力の発揮 

３．社会における制度又は慣行についての配慮 

４．政策等の立案及び決定への共同参画 

５．家庭生活における活動と他の活動の両立 

６．教育の場における人権及び男女平等教育の推進 

７．互いの身体的特徴および性に関する個人の意思の尊重 

８．国際的な相互協力 
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４．第２次糸島市男女共同参画社会基本計画体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-1-① 男女共同参画の意識啓発 

Ⅰ-1-② 男女共同参画を推進する教育の充実 

Ⅰ-1-③ 多様な選択を可能にする学習機会の提供 

Ⅰ-1-④ 男女共同参画に関する調査の実施 

１．男女共同参画の意識づくり 

１．配偶者等からの暴力の未然防止と 

  被害者支援 

※「配偶者暴力対策基本計画」に該当 

２．あらゆる分野への女性の参画促進 
Ⅰ-2-① 政策・方針決定の場への女性の参画促進 

Ⅰ-2-② 地域活動への男女の参画促進 

Ⅱ-1-① 暴力の未然防止と早期発見 

Ⅱ-1-② 相談事業の充実 

Ⅱ-1-③ 被害者の保護・自立支援 

Ⅱ-1-④ 関係機関の連携 

主な事業 基本施策 

Ⅰ．男女共同参画を 

  推進する 

まちづくり 

基本目標 

Ⅱ．人権を尊重し 

安全・安心に 

  暮らせる 

まちづくり 

Ⅰ-3-① ワーク・ライフ・バランスの推進に 

     向けた普及・啓発 

Ⅰ-3-② ワーク・ライフ・バランスのモデル事業 

Ⅰ-3-③ 女性の就業・創業支援 

Ⅰ-4-① 子育て支援施策の充実 

Ⅰ-4-② 介護支援施策の充実 

３．ワーク・ライフ・バランスの推進 

※「女性活躍推進計画」に該当 

４．子育て及び介護支援の充実 

Ⅱ-2-① 困難を抱える女性等への支援 

Ⅱ-2-② セクシュアル・ハラスメントの防止 

２．誰もが安心して暮らせる支援 

  施策の充実 

Ⅱ-3-① 各種健康診断の充実  

Ⅱ-3-② 性差を考慮した健康づくり 
３．生涯を通じた健康の支援 
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５．計画の進捗状況 

  計画では、７つの基本施策ごとに成果指標を掲げ、男女共同参画の実現に向け、取

り組むこととしています。 

  令和元年度は、全ての事業に数値目標を設定したうえで、12課が 40の事業に取

り組みました。 

  各事業の達成度に応じて、評価を５段階で行い、計画の成果指標に対する達成状況

について総括を行っています。 

※【成果指標及び事業の達成度】 

  ＡＡ  目標値に対する実績値の割合が 110％以上 

  Ａ   目標値に対する実績値の割合が 90％以上、109％以下 

  Ｂ   目標値に対する実績値の割合が 70％以上、89％以下 

  Ｃ   目標値に対する実績値の割合が 50％以上、69％以下 

  Ｄ   目標値に対する実績値の割合が 49％以下 

 

 ●令和元年度成果指標の達成度 

基本施策 成果指標 計画策定時 
現状値 

令和２年 3 月 31 日 
目標値 ※達成度 

Ⅰ－1 
「男女共同参画社会」と 

いう言葉の認知度 

44.4％ 50.2％ 60.0％ B 

Ⅰ－２ 
審議会等への女性委員の 

参画状況 

30.5％ 35.5％ 40.0％ B 

Ⅰ－３ 
「ワーク・ライフ・バラ

ンス」という言葉の認知

度 

28.3％ 42.2％ 50.0％ B 

Ⅰ－４ 

放課後児童クラブ 

対象児童 

小学校１年～ 

３年生 

小学校１年～ 

６年生 

小学校１年～ 

６年生 

A 

病児・病後児保育 

利用者数（年間） 

460 人 1,002 人 800 人 ＡＡ 

Ⅱ－１ DV防止法の認知度 48.4％ 46.0％ 70.0％ C 

Ⅱ－２ DV・女性相談件数（年間） 781 件 499 件 860 件 Ｃ 

Ⅱ－３ 

乳がん検診受診率 19.8% 23.1％ 50.0% Ｄ 

子宮がん検診受診率 22.6％ 20.4％ 50.0％ Ｄ 

総合評価 B 

 

【令和元年度成果指標に対する評価】 

計画に掲げる成果指標については、全９指標のうちＡＡ及びＡ評価は各１指標

（11.1％）、Ｂ評価は３施策（33.3％）となっており、全体の 55.6％を占めています。 

Ｂ評価のうち「男女共同参画社会」「ワーク・ライフ・バランス」という言葉の認知
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度は、令和元年度に行った意識調査（５年に一度実施）の結果から、計画策定時より

上昇しており、男女共同参画推進の取り組みの成果が表れています。 

DV・女性相談件数（年間）については達成度 C ではありますが、認知度を図るた

めの目標値であることから、認知度の上昇に伴い、相談件数の減少が必ずしもマイナ

ス評価となるものではありません。 

また、女性特有のがん検診受診率については、総合健診、就学時健診、協会けんぽ

の被扶養者健診等を実施し、健診の機会を増やす取組みを実施していますが、目標値

がかなり高く設定されているため D評価となっており、第 2次糸島市男女共同参画社

会基本計画の最終年度である令和 2年度は効果的な取り組みが求められます。 

なお、成果指標の平成３０年度実績（総合評価 A）と令和元年度実績（総合評価Ｂ）

との比較については、意識調査が５年に１度であるため、Ⅰ－1、Ⅰ－３、Ⅱ－１につ

いては成果指標の達成度が不明であり、今年度の実績と単純に比較はできません。 

 

 ●令和元年度事業実績 

  

【令和元年度事業実績に対する評価】 

全 40事業のうち、AA評価は６事業（15.0％）、A評価は１６事業（40.0％）とな

っており、全体の５５.0％を占めています。 

その一方、昨年同様 D評価は４事業（１０.0％）となっており、次年度以降、事業見

直しを行い、計画に掲げる成果指標の達成に向けた取り組みを進めていくことが必要で

す。 

基本施策 事業数 達成度AA 達成度A 達成度 B 達成度 C 達成度D 

Ⅰ－１ 

男女共同参画の意識づくり 

7 0 4 3 0 0 

Ⅰ－２ 

あらゆる分野への女性の参画促進 

7 1 2 2 1 1 

Ⅰ－３ 

ワーク・ライフ・バランスの推進 

4 2 1 0 0 1 

Ⅰ－４ 

子育て及び介護支援の充実 

8 1 3 3 0 1 

小計 26 4 10 8 1 3 

Ⅱ－１ 

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援 
6 2 3 1 0 0 

Ⅱ－２ 

誰もが安心して暮らせる支援施策の充実 
4 0 2 1 0 1 

Ⅱ－３ 

生涯を通じた健康の支援 

4 0 1 3 0 0 

小計 14 2 6 5 0 1 

合計 40 6 16 13 1 4 
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成果指標 計画策定時 令和２年 3 月 31 日現状値 目標値 

「男女共同参画社会」と 

いう言葉の認知度 
44.4％ 50.2％ 60.0％ 

※令和元年度意識調査の結果 

 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.1 
男女共同参画推進 

強調月間街頭啓発 

啓発グッズ等配布数 

1,100 個 

啓発グッズ等配布数 

1,000 個 

A 

No.2 
男女共同参画センター 

運営協議会の開催 

運営協議会開催数 

２回 

運営協議会開催数 

２回 

A 

No.3 市職員に対する研修の実施 
研修受講率 

98.0％ 

研修受講率 

93.0％ 

A 

No.4 若年者向け啓発冊子配布事業 
冊子配布数 

3,300 冊 

冊子配布数 

3,270 冊 

A 

No.5 キャリア教育出前講座事業 
講座受講人数 

1,800 人 

講座受講人数 

1,433 人 

B 

No.６ 
男女共同参画社会基本計画

啓発推進事業 

リーフレット配布冊数 

500 冊 

リーフレット配布冊数 

400 冊 

B 

No.７ 託児の実施 
託児預かり人数（延べ数） 

110 人 

託児預かり人数（延べ数） 

84人 

B 

 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

 今なお根強く見受けられる固定的性別役割分担意識を取り除き、「自分らしく生きる

こと」の大切さを考える機会を提供し、「男女共同参画社会」の認知度を高めるべく、

市民向けの啓発はもちろん、市職員や教育現場における啓発を中心に実施しました。 

 今後も男女共同参画社会強調月間を中心に啓発を行うことはもちろんですが、教育委

員会とも連携し、学校現場での啓発を重点的に取り組んでいくこととします。 

基本施策Ⅰ－１ 男女共同参画の意識づくり 
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成果指標 計画策定時 令和２年 3 月 31 日現状値 目標値 

審議会等への女性委員の 

参画状況 
30.5％ 3５.５％ 40.0％ 

 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.８ 
女性職員の登用率向上 

（主幹以上） 

女性職員の割合 

23.0％ 

女性職員の割合 

22.4％ 

Ａ 

No.９ 男女共同参画人材育成事業 
人材バンクへの登録者数 

3 人 

人材バンクへの登録者数 

1 人 

Ｄ 

No.10 家族経営協定の締結促進 
家族経営協定数 

84件 

家族経営協定数 

82件 

A 

No.11 
審議会等における男女共同

参画の推進 

男性・女性委員の構成割合

が 30％以上となっている

審議会の割合 

75％ 

男性・女性委員の構成割合

が 30％以上となっている

審議会の割合 

63％ 

B 

No.12 
自治会の男女共同参画促進

事業 

校区会議の開催 

５校区 

校区会議の開催 

4 校区 

B 

No.13 校区避難所運営訓練事業 
参加者数 

1,284 人 

参加者数 

2,248 人 

AＡ 

No.1４ 推進団体支援事業 
支援事業数 

４本 

支援事業数 

2 本 

C 

 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

 市の審議会をはじめ、地域活動など様々な分野における女性の参画を促進するべく、

啓発活動を中心に実施しました。 

 校区避難所運営訓練事業は、参加者も大変増加しており、女性や高齢者などの視点を

取り入れ、女性の参画を促すことで、より防災力を高めていくことが期待されます。ま

た、防災・災害復興対策において、役割分担やプライバシー等の配慮等について取り組

んでいくと同時に周知を図る必要があります。

基本施策Ⅰ－２ あらゆる分野への女性の参画促進 
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成果指標 計画策定時 令和 2 年 3 月 31 日現状値 目標値 

「ワーク・ライフ・バラ

ンス」という言葉の認知

度 

28.3％ 42.2％ 50.0％ 

※令和元年度意識調査の結果 

 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.15 新規起業者応援事業 
新規起業者数（女性） 

12人 

新規起業者数（女性） 

15人 

AA 

No.16 イクボスマニュアルの作成 
マニュアルの作成 

作成 

マニュアルの作成 

作成 

A 

No.17 子育て女性の出張就業相談 
新規就業女性数 

３人 

新規就業女性数 

0 人 

D 

No.18 女性の再就職支援事業 
講座受講者数 

60人 

講座受講者数 

68人 

AA 

 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

個人にとっては、多様で柔軟な働き方の選択など、企業にとっても人材の確保や生産

性の向上などのメリットが期待できることから、ワーク・ライフ・バランスの推進に向

けた啓発活動を市民や企業に向けて行うだけでなく、市も率先して実施しています。 

ワーク・ライフ・バランスの実現のためには制度を利用しやすい職場の雰囲気づくり

が不可欠であり、非制度的環境づくりを必要とすることから、今後啓発を図っていきま

す。 

 また、女性がより就業しやすい環境の整備に向け、関係課や関係機関と連携し、地元

企業とのより効果的なマッチングを行う「いとしま就職面談会」をはじめ、新規起業を

サポートする各種事業の展開など、今年度も重点的に取り組んでいくこととします。 

  

  

 

基本施策Ⅰ－３ ワーク・ライフ・バランスの推進 
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成果指標 計画策定時 令和 2 年 3 月 31 日現状値 目標値 

放課後児童クラブ 

対象児童 

小学校１年～ 

３年生 

小学校１年～ 

６年生 

小学校１年～ 

６年生 

病児・病後児保育 

利用者数（年間） 

460 人 1,002 人 800 人 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.19 病児・病後児保育事業 
利用者数 

1,188 人 

利用者数 

1,002 人 

B 

No.20 子育て短期支援事業 
利用者数 

15人 

利用者数 

0 人 

D 

No.21 民間保育所施設整備事業 
保育所入所定員数 

2,645 人 

保育所入所定員数 

2,681 人 

A 

No.22 
ファミリー・サポート・ 

センター事業 

利用者数 

200 人 

利用者数 

291 人 

ＡＡ 

No.23 ママ・パパ教室 
教室参加者数 

80人 

教室参加者数 

80人 

A 

No.24 介護人材確保事業 
研修受講者数 

45人 

研修受講者数 

33人 

B 

No.25 
介護予防・日常生活支援 

総合事業 

サービスの種類数 

６種類 

サービスの種類数 

６種類 

A 

No.26 認知症施策推進事業 
認知症カフェ設置件数 

10件 

認知症カフェ設置件数 

７件 

Ｂ 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

 令和元年度は、子育て支援の充実を図るため、保育所施設整備事業として、とまりの

森保育園を新設（定員１６０名）。保育環境の整備と待機児童の解消を目指し、保育所

入所定員数が前年度比 4.1％（１０６名）増となりました。 

また、介護者等の負担軽減に向け、地域の実情に応じた支援事業を実施しましたが、

今年度も引き続き、取り組んでいくこととします。 

基本施策Ⅰ－４ 子育て及び介護支援の充実 
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成果指標 計画策定時 令和 2 年 3 月 31 日現状値 目標値 

DV防止法の認知度 48.4％ 46.0％ 70.0％ 

※令和元年度意識調査の結果 

 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.27 ＤＶ防止街頭啓発 
啓発グッズ等配布数 

1,200 個 

啓発グッズ等配布数 

1,200 個 

個 

A 

No.28 啓発講座や出前講座の実施 
講座の実施回数 

7 回 

講座の実施回数 

8 回 

ＡＡ 

No.29 ＤＶ女性相談窓口の設置 
DV女性相談件数 

622 件 

DV女性相談件数 

499 件 

Ｂ 

No.30 
ＤＶ相談カードの 

配布・設置 

カード配布（補充）数 

4,400 枚 

カード配布（補充）数 

4,740 枚 

A 

No.31 関係課との連携相談対応 
連携相談対応件数 

486 件 

連携相談対応件数 

661 件 

AA 

No.32 福岡県との連携会議 
会議開催数 

１回 

会議開催数 

１回 

A 

 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

 女性に対する配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援を行うべく、啓発に力を入

れるとともに、相談事業の充実を図りました。 

 男性の精神的暴力は増加しているが、全体の相談件数は減少している。相談しない理

由としては「相談するほどのことではない。相談しても無駄。」という意見が多いこと

から、潜在化しているケースもあると思われます。 

 今後も啓発活動を中心に行うことはもちろんですが、様々な方法を活用しながら、防

犯も含めた啓発を行うとともに、相談者一人ひとりに寄り添える相談体制の構築に向け

て、重点的に取り組んでいくこととします。 

  

基本施策Ⅱ－１ 配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援 
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成果指標 計画策定時 令和 2 年 3 月 31 日現状値 目標値 

DV・女性相談件数（年間） 781 件 499 件 622 件 

 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.33 生活困窮者自立支援事業 
任意事業の実施数 

２事業 

任意事業の実施数 

2 事業 

A 

No.34 
ハラスメント相談員及び 

相談窓口の設置 

相談員に対する研修実施 

１回 

相談員に対する研修実施 

１回 

A 

No.35 
女性の心理 

カウンセリング事業 

エンパワーメント事業 

面接人数 

75人 

面接人数 

67人 

B 

No.36 
ひとり親家庭等 

修学支援事業 

 

利用者数 

1 人 

利用者数 

0 人 

D 

 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

 年齢や男女を問わず、様々な困難を抱える人々が増えてきている状況において、必要

な支援策を提供していくため、相談窓口を整備するとともに、周知を図りながら、関係

各課との連携強化を図りました。 

 令和元年度は、生活困窮者自立支援法に基づく事業のうち、任意事業である家計改善

支援事業を７月から実施し、41人の新規相談を受け付けました。今後は週 1回の相談

日を増やし、相談者がより利用しやすいよう環境を整えていく予定です。 

 今後も様々な相談窓口や行政機関との連携強化に努めることはもちろんですが、生活

に困難を抱えている方を支援するため、相談者が抱える問題に対するサポートにより一

層取り組んでいくこととします。 

 

基本施策Ⅱ－２ 誰もが安心して暮らせる支援施策の充実 
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成果指標 計画策定時 令和２年 3 月 31 日現状値 目標値 

乳がん検診受診率 19.8% 23.1％ 50.0% 

子宮頸がん検診受診率 22.6％ 20.4% 50.0％ 

 

 

■成果指標の達成に向けた主な取組 

事業番号 事業名 目標値 実績値 達成度 

No.37 栄養講座の開催 
講座参加者実数 

40人 

講座参加者実数 

30人 

B 

No.38 女性特有のがん予防対策 

がん検診受診率 

子宮頸がん 23.8％ 

乳がん  26.2％ 

がん検診受診率 

子宮頸がん 20.4％ 

乳がん  23.1％ 

％ 

Ｂ 

No.39 思春期保健事業 
実施校 

6 校 

実施校 

6 校 

A 

No.40 スポーツチャレンジ事業 
参加人数 

180 人 

参加人数 

140 人 

B 

 

 

■令和元年度の総括及び今後の方向性 

女性はライフステージに応じて、身体的な変化が大きく影響し、女性特有の健康をめ

ぐる様々な問題を生じやすくなります。その健康課題に対して、女性の健康保持増進を

図るための体制構築に取り組んでいます。 

 また、中学校を対象として実施した、思春期保健事業は、市内全ての中学校で実施す

ることができ､今年度も継続実施するとともに､内容の充実を図ります。 

 今後も受診しやすい環境づくりを推進し、健（検）診の受診者を増やしていくことは

もちろんですが、健康保持増進につながる講座などを開催することで、より自己管理で

きるような支援にも取り組んでいくこととします。 

 

基本施策Ⅱ－３ 生涯を通じた健康の支援 



Ｎｏ． 1 基本施策

1,000 個

1,100 個

1,000 個

91 %

Ｎｏ． 2 基本施策

2 回

2 回

2 回

100 %

【基本目標】男女共同参画を推進するまちづくり

【基本施策】男女共同参画の意識づくり

男女共同参画の意識づくり

事業名 男女共同参画推進強調月間街頭啓発

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
男女共同参画社会の形成に関する理解を深めるため、
男女共同参画推進強調月間である６月に、人が多く集
まる場所で啓発グッズ等を配布し、周知を行う。

事業内容

男女共同参画センターラポールの利用者や公募された
市民、有識者で構成される運営協議会を設置し、男女
共同参画センターを中心とした男女共同参画の啓発、
推進に取り組む。

（現状値）

（目標値）

令和元年５月２８日に人が多く集まる場所で街頭啓発
を実施。
筑前前原駅：350個、波多江駅：３００個
筑前深江駅：１００個、志摩イオン：２５０個

（実績値）

活動指標

指標 啓発グッズ等配布数

達成度 A

男女共同参画の意識づくり

事業名 男女共同参画センター運営協議会の開催

（現状値）

（目標値）

実施状況
今後の課題

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

実施状況
今後の課題

令和元年８月及び令和２年１月に運営協議会を開催
し、男女共同参画センターの有効活用について、意見
交換を実施した。

活動指標

指標 運営協議会開催数

（実績値）

担当課 人権・男女共同参画推進課

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む
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Ｎｏ． 3 基本施策

84.6 %

98.0 %

93.0 %

95 %

Ｎｏ． 4 基本施策

3,200 冊

3,300 冊

3,270 冊

99 %達成度

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

男女共同参画の意識づくり

事業名 市職員に対する研修の実施

担当課 総務課

活動指標
（現状値）

（目標値）

（実績値）

A

事業内容
男女共同参画社会の推進に向け、ジェンダーの視点を
踏まえた若年者向けの啓発冊子を作成し、市内の小・
中学校に配布する。

男女共同参画の意識づくり

事業名 若年者向け啓発冊子配布事業

担当課

実施状況
今後の課題

ジェンダーの視点を踏まえた小学生用の啓発冊子を作
成、市内の小・中学校全てに配布。

活動指標

指標 冊子配布数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

A

人権・男女共同参画推進課・学校教育課

達成度

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

指標 研修受講率

事業内容
男女共同参画に関する知識等の研修会を実施し、市職
員に対する意識改革を図る。

実施状況
今後の課題

令和元年度人権・同和研修会において、全職員を対象
に女性活躍推進や男性の育休、性多様性についてなど
の研修を行った。
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Ｎｏ． 5 基本施策

1,725 人

1,800 人

1,433 人

80 %

Ｎｏ． 6 基本施策

400 冊

500 冊

400 冊

80 %

人権・男女共同参画推進課・学校教育課

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

講演会の開催やリーフレットの配布を通じて、第2次糸
島市男女共同参画社会基本計画に掲げる基本施策につ
いて、より多くの市民に向けた啓発を推進する。

男女共同参画の意識づくり

事業名 男女共同参画社会基本計画啓発推進事業

担当課 人権・男女共同参画推進課

実施状況
今後の課題

男女共同参画に関する基本的な知識について啓発する
リーフレットを作成し、みなづきフォーラムや講座等
の参加者に配布し、啓発を実施。

事業内容

（実績値）

B達成度

活動指標

指標 リーフレット配布冊数

（現状値）

（目標値）

実施状況
今後の課題

市内の小・中学校等に出向き、出前講座等を８回開催
し、子どもたちや教師に向け、啓発を実施。

事業内容

市内の小・中学校等に出向き、ジェンダーの視点を踏
まえた「働く」ことや「自分らしく」生きるために必
要な考え方などについて、学ぶ講座を開催し、啓発を
推進する。

男女共同参画の意識づくり

事業名 キャリア教育出前講座事業

担当課

（実績値）

B

活動指標

指標 講座受講人数

（現状値）

（目標値）

達成度

今後の取組予定 今後も継続して取り組む
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Ｎｏ． 7 基本施策

104 人

110 人

84 人

76 %

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

実施状況
今後の課題

講座や会議等の際に、子育て中の女性が参画しやすい
ように、合計３７回の託児を実施。

活動指標

指標 託児預かり人数（延べ数）

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 B

男女共同参画の意識づくり

事業名 託児の実施

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
人権・男女共同参画推進課や男女共同参画推進団体が
開催する講座等において、託児を実施することで、子
育て中の女性の参画を推進する。

15



Ｎｏ． 8 基本施策

20.1 %

23.0 %

22.4 %

97 %

Ｎｏ． 9 基本施策

1 人

3 人

1 人

33 %

【基本目標】男女共同参画を推進するまちづくり

【基本施策】あらゆる分野への女性の参画促進

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名 女性職員の登用率向上（主幹以上）

担当課 総務課

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名 男女共同参画人材育成事業

事業内容
職員調書を尊重した適材適所の人事配置に努める。
次世代育成支援ガイドを活用し、積極的な推進に努め
る。

実施状況
今後の課題

係長級以上に占める女性割合は年々増加しているが、
管理職の女性割合は１５％未満となっており、女性管
理職の登用が課題。

活動指標

指標
係長級以上の職に占める女性の割合

（消防職員を除く）

（現状値）

（目標値）

（実績値）

活動指標

指標 研修参加者の女性人材バンクへの登録者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
男女共同参画推進のため、県が実施する「地域のリー
ダーを目指す女性応援研修」や他自治体が開催する講
座等への参加費用を補助し、人材育成に取り組む。

実施状況
今後の課題

福岡県が主催する「地域のリーダーを目指す女性応援
研修」への参加者に対し、参加費用の補助を実施。

達成度 D

今後の取組予定 今後も継続して取り組む
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Ｎｏ． 10 基本施策

82 件

84 件

82 件

98 %

Ｎｏ． 11 基本施策

72 %

75 %

63 %

84 %

担当課 農業振興課

事業内容

家族経営協定の締結を促進することで、女性の農業分
野における役割を適正に評価するとともに、女性の経
済的地位の向上と就業（農）条件や就業（農）環境の
整備を図り、女性の農業経営への参画を促進する。

実施状況
今後の課題

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名 家族経営協定の締結促進

協定締結に関する制度上のメリット等を周知しながら
締結を促進し、目標達成を目指す。

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名 審議会等における男女共同参画の推進

活動指標

指標 家族経営協定数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

活動指標

指標

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 地域振興課・人権・男女共同参画推進課

事業内容

実施状況
今後の課題

各審議会等の所管課が「糸島市審議会等の委員の市民参加の
推進に関する規程」に基づき委員を選任することとなってい
るが、事前協議がなされないまま、男性委員及び女性委員の
構成割合が30％未満となった課もあることから、事前協議の
徹底等により目標達成に努めたい。

市政への市民参加を推進するため、審議会等への市民
の積極的登用を図ることとし、審議会等における男性
委員及び女性委員の構成割合が、それぞれ30％以上と
なるよう努める。

男性委員及び女性委員の構成割合が
30％以上となっている審議会の割合

達成度 B

今後の取組予定 今後も継続して取り組む
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Ｎｏ． 12 基本施策

ー

5 校区

4 校区

80 %

Ｎｏ． 13 基本施策

284 人

1,284 人

2,248 人

175 %

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名

令和元年度は「自治会の男女共同参画啓発冊子」を作
成し、４校区（深江、長糸、可也、加布里）で研修会
を実施。今後も女性の意思を地域のまちづくりに反映
できるよう啓発していく。

校区・行政区自治会役員の女性登用を支援するため、
研修会等を校区単位で開催する。

自治会の男女共同参画促進事業

活動指標

指標

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課

事業内容

実施状況
今後の課題

人権・男女共同参画推進課

校区会議の開催

達成度 AA

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 参加者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 危機管理課

事業内容

大規模災害を想定し、校区住民が主体となって避難所
運営訓練を実施する。
訓練にあたっては、事前の研修会を行い、避難所運営
のノウハウを習得する。その中で、女性の視点を取入
れた運営を学ぶ。

実施状況
今後の課題

老若男女問わず幅広い世代が訓練に参加した。訓練で
は、男女のニーズの違いやプライバシーなどに配慮し
た避難所運営について意見交換することができた。

達成度 B

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名 校区避難所運営訓練事業
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Ｎｏ． 14 基本施策

4 本

4 本

2 本

50 %

活動指標

指標 支援事業数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 C

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

あらゆる分野への女性の参画促進

事業名 推進団体支援事業

担当課

事業内容

市の男女共同参画を推進し、男女共同参画センターを
有効に活用するため、市内団体のうち、男女共同参画
推進に尽力する団体に対し、施設利用や広報活動にお
ける支援を行う。

実施状況
今後の課題

市内女性団体のうち２団体が支援事業（糸島市男女共
同参画社会基本計画に沿った講座等）を実施。
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Ｎｏ． 15 基本施策

7 人

12 人

15 人

125 %

Ｎｏ． 16 基本施策

未作成

作成

作成

100 %

【基本目標】男女共同参画を推進するまちづくり

【基本施策】ワーク・ライフ・バランスの推進

ワーク・ライフ・バランスの推進

事業名 新規起業者応援事業

担当課 商工観光課

事業内容
市内で新規に起業する人を応援するため、店舗などの
改修費用や利子補給をはじめ、創業塾の開催や開業手
続きのサポートなどを行う。

実施状況
今後の課題

糸島市商工会の補助事業として新規起業者に対する各
種支援を実施した。
・創業塾（年２回開催）参加：３４人
・創業相談：７７件/年、創業者数：40人
・創業資金融資件数：３１件、うち利子補給：２０件

事業名 イクボスマニュアルの作成

活動指標

指標 新規起業者数（女性）

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 AA

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

ワーク・ライフ・バランスの推進

担当課 総務課

事業内容

部下が育児と仕事を両立できるように配慮したり、育
休取得や短時間勤務などを行っても業務を滞りなく進
めるための環境整備に向けたマニュアルを作成し、業
務効率をあげることにより、ワーク・ライフ・バラン
スを推進することを目指す。

実施状況
今後の課題

令和２年３月作成済。ファイルキャビネットにも掲載
し、いつでも閲覧できるようにしている。今後は、管
理職研修などでも取り上げ、職員のワークライフバラ
ンスの推進を行う。

活動指標

指標 イクボスマニュアル作成

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む
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Ｎｏ． 17 基本施策

3 人

3 人

0 人

0 %

Ｎｏ． 18 基本施策

57 人

60 人

68 人

113 %

事業名 子育て女性の出張就業相談

ワーク・ライフ・バランスの推進

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
福岡労働支援事務所（子育て女性就業支援センター）
と連携し、男女共同参画センターで子育て中の女性の
就業を支援する。

実施状況
今後の課題

毎月相談会を実施しているが、令和元年度の参加者は0
人だった。
広報等の周知を含め、福岡労働支援事務所と連携し、
より市民に伝わりやすいPRを検討する必要がある。

事業名 女性の再就職支援事業

活動指標

指標 新規就業女性数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 D

今後の取組予定 今後の取組は、未定

ワーク・ライフ・バランスの推進

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
商工観光課主催の「いとしま就職面談会」等と連携し
た就職支援講座再就職や様々な技能を活かした就業継
続・支援に向けた講座を開催する。

実施状況
今後の課題

就活中の女性が自信を持って就職活動ができるような
女性向けの連続講座や商工会主催の「いとしま就職面
談会」等と連携した就職支援講座を開催した。

達成度 AA

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 講座受講者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）
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Ｎｏ． 19 基本施策

999 人

1,188 人

1,002 人

84 %

Ｎｏ． 20 基本施策

12 人

15 人

0 人

0 %

【基本目標】男女共同参画を推進するまちづくり

【基本施策】子育て及び介護支援の充実

子育て及び介護支援の充実

事業名 病児・病後児保育事業

担当課 子ども課

達成度 B

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

子育て及び介護支援の充実

事業名 子育て短期支援事業

事業内容
病児・病後児保育事業を実施し、子育て環境の向上と
保護者の就労支援を図る。

実施状況
今後の課題

平成３０年度に利用定員を６名から１０名に増やし
た。今後も引き続き事業を実施し、子育て環境の向上
と保護者の就労支援を図る。

活動指標

指標 利用者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

活動指標

指標 利用者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 子ども課

事業内容
児童の養育が一時的に困難となった場合に、児童を
ファミリーホーム等で預かる。

実施状況
今後の課題

令和元年度は利用希望者からのキャンセルもあり、利
用数は０であった。令和２年度より緊急時の児童虐待
防止対策支援（レスパイトケア）での利用を拡充す
る。

達成度 D

今後の取組予定 今後も継続して取り組む
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Ｎｏ． 21 基本施策

2,575 人

2,645 人

2,681 人

101 %

Ｎｏ． 22 基本施策

163 人

200 人

291 人

146 %

担当課 子ども課

事業内容
民間保育所の老朽化した施設の建替えを実施し、保育
環境の整備と待機児童の解消を図る。

実施状況
今後の課題

令和元年度に、とまりの森保育園を新設（定員１６０
名）。（泊保育所定員１５０名から６０名）

子育て及び介護支援の充実

事業名 民間保育所施設整備事業

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 保育所入所定員数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

（実績値）

達成度

子育て及び介護支援の充実

担当課 子ども課　

事業内容
子育てを援助してほしい人（おねがい会員）と子育て
を援助したい人（サポート会員）が会員登録をし、相
互援助活動を行う。

実施状況
今後の課題

今後も継続して取り組む

活動指標

利用者数（会員登録者数）

AA

指標

（現状値）

（目標値）

事業名 ファミリー・サポート・センター事業
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Ｎｏ． 23 基本施策

77 人

80 人

80 人

100 %

Ｎｏ． 24 基本施策

70 人

45 人

33 人

73 %

子育て及び介護支援の充実

事業名 ママ・パパ教室

活動指標

指標 教室参加者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 健康づくり課・子ども課

事業内容
妊婦とその家族を対象に、生まれてすぐからの子育て
について必要な知識等を学ぶ勉強会を、子育て支援セ
ンターと合同で開催する。

実施状況
今後の課題

沐浴実習、妊婦体験、子育てに関する講和を内容とし
た教室を年４回開催。定員を上回る申込みがあり、希
望者全員の受入れができなかったため、今後は定員数
を見直す必要がある。

担当課 介護・高齢者支援課

事業内容
在宅でも介護ができるという意識づけを行うため、家
庭介護者向け研修会を実施する。

実施状況
今後の課題

市内２会場にて、１コース４回の講座を３コース開催
し、３３人の受講者へ介護に対する知識や技術の講
義・実技指導を行った。

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

子育て及び介護支援の充実

事業名 介護人材確保事業

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 研修受講者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 B
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Ｎｏ． 25 基本施策

5 種類

6 種類

6 種類

100 %

Ｎｏ． 26 基本施策

7 件

10 件

7 件

70 %

子育て及び介護支援の充実

事業名 介護予防・日常生活支援総合事業

事業内容

実施状況
今後の課題

広報等で認知症カフェの開催状況を掲載及び認知症地
域支援推進員や地域包括支援センターの活動連携によ
り、利用者の増加に努め、介護者等の負担軽減を図っ
ていく。

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

子育て及び介護支援の充実

事業名 認知症施策推進事業

各地域に認知症地域支援推進員を配置し、地域の実情
に応じた各事業を実施することで、介護者等の負担を
軽減する。

達成度 B

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 認知症カフェ設置件数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 介護・高齢者支援課

活動指標

指標

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 介護・高齢者支援課

事業内容
全国一律の予防給付を市が取り組む地域支援事業に移
行し、既存のサービスに加え、多様なサービスを開始
する。

実施状況
今後の課題

目標値である残り１種類のサービスであった、住民主
体による通いの場を令和元年６月より１か所開始する
ことができた。今後は、通いの場を各行政区に拡充す
ることで、更に介護予防、自立支援の促進を図ってい
く必要がある。

多様なサービスの種類数
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Ｎｏ． 27 基本施策

1,100 個

1,200 個

1,200 個

100 %

Ｎｏ． 28 基本施策

6 回

7 回

8 回

114 %

【基本目標】人権を尊重し、安全・安心に暮らせるまちづくり

【基本施策】配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

事業名 DV防止街頭啓発

担当課 人権・男女共同参画推進課

達成度 A

事業内容
DV防止に関する理解を深めるため、「女性に対する暴
力をなくす運動」を内閣府が主唱する11月に、人が多
く集まる場所で啓発グッズ等を配布し、周知を行う。

実施状況
今後の課題

令和元年１０月３１日に人が多く集まる場所で街頭啓
発を実施。
筑前前原駅：６００個、糸島高校前駅：３００個
筑前深江駅：１００個、志摩の四季：２００個

活動指標

指標 啓発グッズ等配布数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
DVに対する正しい理解の普及啓発を推進するため、若
年世代を含む市民に対し、啓発講座や出前講座を実施
し、暴力の未然防止や早期発見につなげる。

実施状況
今後の課題

市内の中学校や高校などに出向き、生徒を対象として
出前講座を年間８回開催し、延べ７６３人の参加者に
対し啓発を行った。

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

事業名 啓発講座や出前講座の実施

達成度 AA

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 啓発講座や出前講座の実施回数

（現状値）

（目標値）

（実績値）
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Ｎｏ． 29 基本施策

593 件

622 件

499 件

80 %

Ｎｏ． 30 基本施策

4,315 枚

4,400 枚

4,740 枚

108 %

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

事業名 DV女性相談窓口の設置

活動指標

指標 DV・女性相談件数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
夫やパートナーからのDVに対し、女性が安心して相談
できるよう、専門知識を備えた相談員を配置した相談
窓口を設置するとともに、相談窓口の周知を図る。

実施状況
今後の課題

市広報等により、相談窓口を周知するとともに、庁内
関係各課及び県の機関とも連携を図り、相談体制を更
に充実させた。

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
市内の公共施設や、病院、学校などの女性用トイレに
DV相談カードを設置し、相談窓口の周知を図る。

実施状況
今後の課題

より多くの方にPRできるように、カラーで印刷した
DVカードを医師会と連携し、市内の病院及び公的施設
に設置。

達成度 B

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

事業名 DV相談カードの配布・設置

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 カード配布（補充）数

（現状値）

（目標値）

（実績値）
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Ｎｏ． 31 基本施策

462 件

486 件

661 件

136 %

Ｎｏ． 32 基本施策

1 回

1 回

1 回

100 %

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

事業名 関係課との連携相談対応

活動指標

指標 連携相談対応件数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
DV被害者の状況や、一人ひとりの状態に応じた支援を
行うため、庁内関係各課と連携し、情報共有や相談体
制の構築を図る。

実施状況
今後の課題

普段から情報共有を図ることを意識し、相談者一人ひ
とりの状態に応じた肌理細やかな支援体制の構築に努
めている。
同じような支援体制を継続できるように、今後も研修
等を行う必要がある。

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容

福岡県をはじめ、警察などの関係機関との会議を設
け、情報共有やケース対応についての確認を行い、組
織を超えた連携体制を構築することで、相談体制の充
実を図る。

実施状況
今後の課題

福岡県や糸島警察署などの関係機関と、日頃から情報
共有に努め、ケース担当者会議等を通じ、連携体制を
構築している。

達成度 AA

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

配偶者等からの暴力の未然防止と被害者支援

事業名 福岡県との連携会議

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 会議開催数

（現状値）

（目標値）

（実績値）
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Ｎｏ． 33 基本施策

1 事業

2 事業

2 事業

100 %

Ｎｏ． 34 基本施策

1 回

1 回

1 回

100 %

【基本目標】人権を尊重し、安全・安心に暮らせるまちづくり

【基本施策】誰もが安心して暮らせる支援施策の充実

誰もが安心して暮らせる支援施策の充実

事業名 生活困窮者自立支援事業

担当課 福祉支援課

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

誰もが安心して暮らせる支援施策の充実

事業名 ハラスメント相談員及び相談窓口の設置

事業内容

実施状況
今後の課題

活動指標

指標 任意事業の実施数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

令和元年７月から事業実施し、令和２年３月末までに
４１人の新規相談を受け付けた。
現在、週１日相談を受け付けているが、今後、相談日
数を増やす必要がある。

生活困窮者自立支援法に基づく事業のうち、任意事業
である家計改善支援事業を実施することで、生活困窮
者の家計の状況を「見える化」し、自ら家計管理がで
きるように支援する。

活動指標

指標 ハラスメント相談員に対する研修実施

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

担当課 総務課

事業内容
ハラスメントに関する知識のある職員を相談員に選任
し、安心して相談できる相談窓口を設置し、職場環境
の整備に取り組む。

実施状況
今後の課題

ハラスメントに関する知識のある職員から相談員を選
任し、相談員に対する研修会を実施した。今後も安心
して相談できる相談窓口を設置し、職場環境の整備を
推進する。
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Ｎｏ． 35 基本施策

70 人

75 人

67 人

89 %

Ｎｏ． 36 基本施策

0 人

1 人

0 人

0 %

実施状況
今後の課題

令和元年度の申請は０であったが、ひとり親家庭の支
援の一環として継続して実施する。

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

担当課 人権・男女共同参画推進課

事業内容
女性が直面するさなざまな悩みを聞き、気持ちの整理
を手伝い、解決のための一歩を踏み出す支援を行う。

実施状況
今後の課題

女性が抱える問題の根底にあるものに気づき、気持ち
の整理を手伝い、解決のための一歩を踏み出す支援を
行う。心理的に抑圧されていた期間が長くなると、一
歩を踏み出すことが困難な状況となる。

活動指標

指標 面接人数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 利用者数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

達成度 D

事業名 女性の心理カウンセリング事業

達成度 B

誰もが安心して暮らせる支援施策の充実

事業内容
ひとり親家庭の親及び子どもが、高卒認定試験合格の
ための講座を受講し、修了又は試験合格時に受講費用
の一部を支給する。

誰もが安心して暮らせる支援施策の充実

事業名 ひとり親家庭等修学支援事業

担当課 子ども課
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Ｎｏ． 37 基本施策

37 人

40 人

30 人

75 %

Ｎｏ． 38 基本施策

子宮頸がん　   21.8
乳がん 　　　 24.2 %

子宮頸がん　   23.8
乳がん 　　　 26.2 %

子宮頸がん　   20.4
乳がん 　　　 23.1 %

87 %

担当課 健康づくり課

達成度 B

【基本目標】人権を尊重し、安全・安心に暮らせるまちづくり

【基本施策】生涯を通じた健康の支援

生涯を通じた健康の支援

事業名 栄養講座の開催

事業内容
健康管理・保持増進のため、栄養士等による講話や、
「栄養講座」を開催し、生活習慣病予防のための食習
慣に関する正しい知識の啓発を行う。

実施状況
今後の課題

活動指標

指標 講座参加者実数

（現状値）

（目標値）

（実績値）

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

生涯を通じた健康の支援

事業名 女性特有のがん予防対策

担当課 健康づくり課

事業内容

女性特有のがん予防対策として、子宮頸がん、乳がん
検診の推進を図るために、女性に対する健診体制の拡
充（レディースデイの設定や就学前健診との同時実
施、個別検診の継続、JA女性部との同時実施）や未受
診者への受診勧奨を行う。

（実績値）

達成度 B

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

受診率（地域保健報告値：対象者
は糸島市国民健康保険被保険者）

（現状値）

（目標値）

いとしま健康大学の一講座として実施。受講希望の多
い会場で年間２回実施したが、参加者数は目標には達
しなかった。講座の魅力を発信し、参加者増加を目指
す。

実施状況
今後の課題

総合健診、就学時健診、協会けんぽの被扶養者健診等
実施し、健診の機会を増やす取組みを実施した。ま
た、SNS、庁舎内のモニター利用等受診勧奨を実施し
た。
目標は未達成の為、今後も継続した取組みが必要。

活動指標

指標
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Ｎｏ． 39 基本施策

6 校

6 校

6 校

100 %

Ｎｏ． 40 基本施策

99 人

180 人

140 人

78 %

生涯を通じた健康の支援

実施校

達成度 A

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標

（現状値）

（目標値）

（実績値）

生涯を通じた健康の支援

事業名 スポーツチャレンジ事業（おかあさんヨガ）

市内全中学校で実施ができた。今後も６校での事業継
続を目指し、各中学校の養護教諭と連携を継続する必
要がある。

担当課 健康づくり課

事業内容

保健師や助産師を講師とした性教育を学ぶ思春期保健
事業を中学校等で開催し、正しい知識について啓発を
行う。
また、赤ちゃん登校日を実施し、親子との交流、赤
ちゃんとの触れ合いを通じ、命の大切さを学習する。

実施状況
今後の課題

事業名 思春期保健事業

今後の取組予定 今後も継続して取り組む

活動指標

指標 参加人数

（現状値）

（実績値）

事業内容
ヨガの体験講座を実施し、育児中の母親等の体と心の
リフレッシュを図り、スポーツを行うきっかけづくり
を行う。

達成度 B

担当課 生涯学習課

実施状況
今後の課題

産後ケアのヨガ指導や託児付ヨガ教室を実施。今後も
継続して実施していく。

（目標値）
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